
お手入れの方法 – GORE-TEX フットウェア
過酷な環境での作業で、靴が傷んだり汚れたりすることがあります。GORE-TEX フットウェアの洗濯と簡単なお手
入れを定期的にすることで、製品を長持ちさせることができます。製品によって条件が異なる場合がありますので、
まずは各メーカーの提示するお手入れ方法をご確認ください。  

必要なもの 
布またはブラシ  ぬるま湯  ブーツ乾燥機（オプション）  染み抜き剤（オプション）  撥水剤、トリートメント（オプ
ション）

準備

洗う

	 靴紐を外し、靴の中の砂、砂利、汚れを取り除いてください。
	 その時に可能であれば、フットベッドやインソールを取り外して砂や汚れを振り出してください。
	 シンクにぬるま湯と少量の液体洗剤を入れてください。これで準備は完了です。

	 スポンジやブラシで汚れを落としてください。
	 革靴の場合は、メーカーの指示を確認してください。
	 漂白剤は使わないでください。
	 洗濯機で洗わず、必ず手洗いしてください。

	 準備した液体洗剤を含むぬるま湯に靴を漬けます。 
	 その後、スポンジやブラシで表面の汚れを優しく落としてください。
	� 靴の内側も洗いたい場合は、靴を１足ずつ完全に水に浸してください。内側についた汚れや
シミは指で取り除いてください。

お手入れは簡単 
      洗う、乾かす、履く。   

長持ちする製品は地球にも優しい



DWRの回復 

スペシャルケア

	�  その方法は靴によって若干異なります。そのため、靴メーカーがどんな処理を推奨しているかを
確認し、その指示に従ってください。

	 撥水スプレー（水系を推奨）を使用してください。
	 防水ワックスやグリスは、靴の透湿性に影響を与える可能性があるため使わないでください。
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染み抜き 
	 必ずメーカーの指示に従ってください。
	 染み抜きする前に、製品をよく洗い流してください。
	 シミ抜き剤は使用せず、液体洗剤を使用してください。

完全に乾いたら、シューズの表生地の耐久撥水（DWR）層をチェックしてください。靴の上に水を垂らし、水滴が丸く溜まって生地を斜めにする
と転がり落ちるか確認してください。水が表生地に吸い込まれるようであれば、DWRを回復してください。

仕組み
表生地のDWRが完全に機能していれば、雨の水滴は丸い雫とな
ってDWRコーティングの表面に集まり、テキスタイルの表面を斜
めにすると転がり落ちます。しかし、テキスタイルのDWRが劣化し
ていると、水滴がテキスタイルの内部に浸透する可能性がありま
す。

DWRは恒久的ではない
日々の着用による摩擦や、日焼け止めローション、汚れ、洗剤、虫
除け剤、その他の物質の付着によって、DWRの寿命が短くなるこ
とがあります。そうなると、防護服の表地に水がしみて、水漏れし
ているかのように湿りや蒸れを感じます。

DWR（DURABLE WATER REPELLENT/耐久撥水）とは？  
多くのゴアテックス製品は、一番外側の生地に極薄の耐久撥水（DWR）加工が施されています。
DWRが生地の表面エネルギーを低下させることで、水は球状になって転がり落ちます。

DWRの再生または再処理が必要です。 DWRが正常な状態

ゴアテックス製品の撥水性を回復させるのは非常に簡単です。

乾燥

	 洗浄後、布で水分を吸い取ってください。 
	 適温で乾燥してください。
	 直接熱を加えることは避けてください。 
	 履物を濡れたまま長時間放置しないでください。ヒント：対流式のブーツ乾燥機が効果的です。
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